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平均 2560.5 日の観察期間中において、出血性イベントが 82 例（41.9％）にみられた。消化管出
血 38 例(22.8%)、呼吸器出血 3例（1.8％）、泌尿器出血 14 例（8.4％）、脳出血 3例（1.8％）
外傷による出血 34 例(20.4%)であった。副次的評価項目である総死亡は 8例(4.8％)であり、出血
死（脳出血）１例、悪性腫瘍 2例、感染症 2例、急性腎不全１例、不詳 2例であった。抗血栓療
法の中断の要因となる医学的介入の発生については、外科手術の発生が 36 例 21.6%、上部消化管
内視鏡は69例（41.3%）に対し実施され、一時的に抗血小板薬中止を必要とした症例は49例(29.3%)
であった。抗血小板薬＋ワルファリン症例について出血群に有意に多かった。脳出血を起こした
群では、年齢（脳出血群 74±2 歳 vs 非脳出血群 64.7±8.2 歳 95%CI0.4-19.2 P=0.04） 、
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